
• 従来技術と比較して、工程や人手（人工）は同程度であった。
• 従来技術のコンクリート製品と比較し、中性化の浸透深さが約1/4に抑えら

れ、本事例におけるLCCの縮減率は約28％となった。

登録事業者：大和クレス株式会社技術名称 ：LSクリートGLウォール
様式２「広島県建設分野の革新技術活用制度」登録技術の活用事例

① 設計・施工等の概要

項目 概 要
年 度 令和４年度

発注機関 広島県西部建設事務所

事業名 一般県道瀬野呉線道路改良工事

対象地 広島県安芸郡熊野町上深原～下深原

工 期 令和４年９月～令和５年６月

数 量 L=24m

④ 活用状況写真

③ 活用効果（本事例における定量的・定性的な効果）

定量的な効果

擁壁前面に畑があり、薬品の飛散が予想されたため、石灰石
微粉末を混和剤とした高流動コンクリートであるLSクリート
のL型擁壁を採用することとした。

② 活用に至った現場条件や経緯

据付状況 据付状況

据付状況 据付状況

定性的な効果

―


